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第１ 研究のねらい 

小学校学習指導要領解説道徳編(平成 20 年８月)より道徳の時間の目標に「自己の生き方につ

いての考えを深め」と一文が加えられ、特に意識して指導を行うことが重要であると示された。  

道徳の時間において道徳的実践力を育成するためには、児童が道徳的価値について学んだこ

とを基に自ら自己の在り方や生き方について考える学習を充実させることが必要である。  

そこで本研究は児童が自己の生き方についての考えを深めることができる学習活動及び児童

の実態に応じた指導法を開発することをねらいとした。  

第２ 研究の内容と方法 

１ 研究仮説  

道徳的価値について学んだことを基に、自己の生き方を見つめる学習活動を道徳の時間に

位置付けて、児童の実態に応じた指導の工夫を行えば、自己の生き方を明らかにし、自己の

生き方についての考えを深めることができるだろう。  

２ 基礎研究 

「自己の生き方についての考えを深める」ことの定義 

本研究において「自己の生き方についての考えを深める」とは、「よりよい生き方の実現への

思いや願いをより一層深める」と定義した。「よりよい生き方の実現への思いや願いをより一層

深める」ためには、まず児童が道徳的価値について学んだことを基に「自己の生き方を明らか

にする」ことが必要であることから、上記の研究仮説を設定した。  

「自己の生き方を明らかにする」視点

を、自己の生き方の事実とともに生き方

のよさや課題を見付けるための「今の自

分の感じ方や考え方(現在)」、「これまで

の自分の生き方(過去)」、「これからの自

分の生き方(未来)」という３つのカテゴ

リーであると捉えることとした（表１）。 

表１ 自己の生き方を明らかにする視点 

 明らかにする問いかけ 観点 

現在の生き方  今の自分はどんな感
じ方や考え方なのか 

道徳的価値
観の表現 

過去の生き方  これまでの生き方は
どうだったのか 

経験の想起 

未来の生き方  これから生き方はど
うしたいのか 

理 想 の 自 己

像の想像 

 さらに、「よりよい生き方の実現への思

いや願いをより一層深める」には自己の

生き方のよさや課題を肯定的に捉えるこ

とが有効であると考え、よさや課題を肯定的に捉える視点を設定した（表２）。  

表２ よさや課題を肯定的に捉える視点 

 肯定的に捉える問いかけ 観点 

自己の生き方の
よさや課題を肯
定的に捉える 

自己の生き方のよさ
や課題を考え、褒めた
り励ましたりしよう 

肯定と励ま
し 

２ 調査研究  

道徳の時間における「自分自身について考えること」の現状を知るために、都内公立小学校

児童（３年生以上 1471 名)と教員（65 名）に意識調査を行った。  

児童への調査によると学年が上がるにつれ、「自分のことを考えるのは好きではない」の割合

が増えていた。また、「自分のよさを見付けることができる」とした児童は約 50％であった。  
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また、教員への調査からは、「道徳的価値と自分のことを結び付けることや自分を振り返らせ

ることが難しい」「児童がもつ課題を肯定的に受け止めさせられない」などを理由に、約 60％

の教員は指導に難しさを感じていた。これらの調査より、児童が自分のよさを見出し肯定する

ことができる道徳の指導の工夫や発達段階を考慮した指導内容を考えることが必要であること

が分かった。  
表３ 指導内容段階表 

３ 開発研究 

 (1) 自己の生き方を見つめる学習活動の工夫 

道徳の時間における学習活動において、授業展開の後半に「自己

の生き方を見つめる学習活動」を位置付けることとした。 

自己の生き方を見つめる学習活動は、図１のように、「(1)自己の

生き方を明らかにする」視点を位置付けた学習では３つの観点で自

己の在り方や生き方の事実とともによさや課題を明らかにし、「(2）

自己の生き方のよさや課題を肯定的に捉える」視点を位置付けた学

習では自己の生き方のよさや課題を肯定的に捉えるために図２の学

習カード(「(2)ウ参照」)で自らを励ますメッセージなどを考える。 
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(2) 児童の実態に応じた指導の工夫 

ア 指導内容段階表の作成 

児童の実態に応じた指導内容を選択し、指導の工夫を考える 

ことができるよう、自己の生き方を見つめる学習活動の指導内

容を児童の発達段階を考慮して作成した(表３)。(詳細は「研究

成果物集」参照) 

イ 自己評価シートの作成 

自己の生き方を見つめる学習活動に関する児童の意識を把握するシートで、回答を表計

算ソフトのシートに入力すると、自己評価の結果が数値化される。活用に当たっては、数

値のみで児童の姿を捉えないように留意する必要がある。(詳細は「研究成果物集」参照) 

ウ 学習カードの作成(図２) 

児童の実態に応じた自己の生き方を見つめる学習活動を円滑に進めるために、指導内容

段階表を基にした低・中・高学年用の学習カードを作成し、指導内容段階表で選択した指

導内容を学習カードに反映させることとした。 

 

段階３（高学年）

児童の一般的

な発達傾向と

道徳性の育成

のための視点 

 

（『小学校学習

指導要領解説

道徳編』より作

成） 

・行為の動機も十分に

考慮でき、人の心を

思いやる共感能力

が発達する。 

・理想主義的な考え方

の傾向が強く、自分

の価値に固執しが

ちであるが、その考

え方を大切にして、

未来への夢や希望

をはぐくむ。 

・自己に対する肯定的

な自覚を促す。 

道徳的

価値観

の表現 

今日の学習から自分

の感じ方や考え方、

価値観を表し、以前

と比べて考える。 

経験の

想起 

自分の経験を想起し

その時の心情や理

由、判断動機などを

考える。 

（
１
）
自
己
の
生
き
方
を
明
ら
か
に
す
る 

理想の

自己像

の想像 

なりたい自分の姿を

考え、その理由やそ

のよさを考える。 

(

２)

生
き
方
の
よ
さ
や
課
題
を

肯
定
的
に
捉
え
る

肯定と

励まし 

自分の行為や内面

（心情/判断動機）な

どの「生き方のよさ」

を考えて肯定した

り、「生き方の課題」

を考えて、よりよい

生き方に向けて励ま

したりする。 

    （高学年欄の抜粋） 

図２ 学習カード（高学年用）図１ 学習活動の位置付け 

 よさや課題をもつ自分へメッセージを
送ろう。（肯定と励まし） 

 

経験を振り返ろう。
その時の気持ちや
理由を考えてみよ
う（経験の想起）

これから自分はどう
なりたいか。その理由
やよさを考えてみよ
う。（理想の自己像
の想像） 

今日の学習から自分が感じたことや思
ったこととこれまでの考えと比べてみ
よう。（道徳的価値間の表現） 
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４ 検証授業 

(1) 検証の概要  

自己の生き方を見つめる学習活動の有効性を検証することを目的とした。検証の視点を「自

己の生き方を明らかにする視点」と「自己の生き方のよさや課題を肯定的に捉える視点」を具

体化した観点（道徳的価値観の表現、経験の想起、理想の自己像の想像、肯定と励まし）から、

全児童の学習カードの記述と授業前後の自己評価の結果から有効性を考察した。  

なお、道徳の副読本の指導展開例に自己の生き方を見つめる学習活動を位置付け、小学校第

３学年から第６学年で各学年３回ずつ検証授業を実施した。 

(2) 検証の結果 

ア 学習カードの記述内容の変容 

どの学年でも３回の検証授業で該当学年の指導内容段階表に当てはまる記述をする児童

が増えた。以下、第６学年の児童を例に挙げる（表４）。 

表４ 第６学年児童の学習カード記述内容の変容
 

イ 観点からみた自己評価の結果(図３)と学習カード(表４)の記述内容の傾向      

(ｱ) 道徳的価値観の表現 

全ての学年で自己評価の数値が増加した。  

「私だったら…」と自分を登場人物と重ねる  

記述が多かった。３回の検証授業で、高学年は  

学習する前と後の自分の感じ方や考え方、価値  

観を比べている記述が増えた。 

(ｲ) 経験の想起 

第６学年の場合には、内容項目「４－(4)学 

校愛」の記述数が約 30％、「２－(5)謙虚・寛 

容」の記述数が約 70％であった。また「でき  

なかった経験」を想起した記述が多く見られた。  

 

(１)自己の生き方を明らかにする 
(２)自己の生き方のよさ

や課題を肯定的に捉える

 

道徳的価値観の表現  経験の想起  理想の自己像の想像  肯定と励まし 

一
回
目 

未来につなげようとしている

んだと思った。 

よく裁縫とかで何か作れな

いかと考えている。やって

みようと思ったけど、難し

くて出来なかったりする。

自分なりの個性を出し、

自分にできる範囲で人

に喜んでもらえるよう

になりたい。 

これからは、人に喜んで

も ら え る 自 分 に な っ て

ね。人のまねをしないで、

自分の個性を出してね。

二
回
目 

私は集会委員。第一候補だっ

た。自分がやりたかったことが

出来たから仕事は辛くない。楽

しい。今日の学習の前から気持

ちは変わらない。 

委員会などで、うまくでき

た時、その時の事をメモに

した。次の人達もこのメモ

を見て参考にしてくれたら

いいから。 

仕事と思わず自分や人

のためと思って楽しく

する自分になりたい。そ

うすれば、成功すると思

う。 

これからは、これまで以

上 に 楽 し く 仕 事 を し た

ら、うまくいくよ。自分

から変わってみて。 

三
回
目 

妹とケンカをした時、やり返し

たくなる。お互い様と思う。

学習する前と後 では私の思い

はあまり変わらなけど、もう少

しプラスの考え方をしようと

思った。

（下線部は、「指導内容段階表」に該当する記述）

自分も同じ事を人にやって

いるかもしれないから、人

に言ったり、やったりでき

ないと思って許す。でも、

あまりひどいことをやられ

たら許せない。 

自分と相手を照らし合

わせて考える自分。そう

すれば、人の過ちを許す

ことができるだろう。 

今まで通り自分の事を思

い出して人の事を考えて

ね。 許せないことがあっ

たらやった人に嫌と言う

と お 互 い に 納 得 で き る

よ。ファイト！  

図３ 授業前後の自己評価の変化（平均値：視点別） 
道徳的価値観の表現
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(ｳ) 理想の自己像の想像  

どの学年でも、自己評価の数値が増加した。 

学習カードの記述を見ると、ほとんどの児童が 

「なりたい自分の姿」を記述できた。 

高学年においても、「なりたい自分を想像し 

た理由やそうなることのよさ」を考えて記述を 

 理想の自己像の想像
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する児童が増える傾向が見られた。 

(ｴ) 肯定と励まし 

全ての学年で、授業後の自己評価の数値が増 

  加した。学習カードからは、自己の生き方の課 

肯定と励まし
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題を捉えて励ます記述が多く見られた。 

 (3) 検証結果の考察 

ア 「自己の生き方を明らかにする視点」について 

「道徳的価値観の表現」「理想の自己像の想像」の２つの観点で自己評価の数値が増加し

た。児童の実態に応じた自己の生き方を見つめる学習活動を継続して取り組んだことや、

学習カードを活用して考える観点を明確に提示したことで、児童が学習活動で何を考えれ

ばよいのか把握しやすくなったことが数値の増加につながったと考えられる。 

「経験の想起」の観点での自己評価の微減については、授業のねらいや内容と児童の生

活経験にズレがあるなど児童が自分の経験を想起できにくかったことが原因と考えられる。 

これらより、児童の実態の把握や「自己の生き方を明らかにする視点」で内容項目を捉

えることで、道徳的価値と自己の生き方を結び付きやすくし、より一層自己の生き方を明

らかにできると考えらえる。 

イ 「自己の生き方のよさや課題を肯定的に捉える視点」について 

「肯定と励まし」の観点における自己評価の数値は増加したが、自己の生き方のよさを 

考えて肯定している記述はあまり見られなかった。「よさや課題をもつ自分にメッセージを 

書こう」という発問だけでは、何を書けばよいのか戸惑っている児童も見られた。教員が 

児童の生き方のよさを認めるコメントを学習カードに書くなど、児童に生き方のよさを捉 

える機会を増やす工夫が必要である。 

第３ 研究の成果  

自己の生き方について、児童が考えを深めるために有効な視点を明確にした「自己の生き方

を見つめる学習活動」を道徳の時間に位置付け、開発した「指導内容段階表」「自己評価シート」

「学習カード」に基づき、児童の実態に応じた指導を工夫したことで、自己の生き方を明らか

にし、よりよい生き方の実現への思いや願いを深める児童が増えた。 

第４ 今後の課題 

 ○ 児童が自己の生き方のよさを考えて、肯定したり賞賛したりできる、より効果的な指導

の工夫を追究し、検証する。  

○ 自己の生き方を見つめる学習活動を軸にした各教科等の全体計画を作成する。  

 


